
乗って残そう！地域公共交通

みんなで考え行動しよう！地球温暖化防止

公共交通を考える市民の集い・第２弾

「屋代線の将来を考える」

長野電鉄は２月、経営赤字が続く屋代線

（須坂～屋代間２４．４キロ）について、「単

独での運営は困難」として長野市など沿線

３市や県に対し存続に向けた協議を申し入

れました。

通勤や通学の欠かせない交通手段として

利用されている屋代線。現在、長野市では

須坂市、千曲市など沿線自治体と地域公共

交通活性化再生法に基づく法定協議会＝長

野電鉄活性化協議会を設置し、国の支援を

受けながら存続させる道を検討しています。

鉄路は一旦廃止されると復活は困難です。

地球温暖化防止に向け、公共交通の役割が

見直されている今日、屋代線を残すために、

私たちに何ができるのか、屋代線の将来を

ともに考え、知恵を集めましょう。

お誘いあわせてご参加ください。

実行委員長 茅野 實
（県環境保全協会長）

日時 ７月４日（土）
ＰＭ１：３０～４：３０

会場 長野市「松代文化ホール」

入場無料

第１部 事例報告「地方鉄道の『今』を考える」 第２部 パネルディスカッション

13:30～14:30 古 平 浩さん（長野電鉄活性化協議会委員） 14:30～16:30
◆パネリスト ◆コーディネーター

鷲澤正一氏 茅野 實氏 笠原甲一氏 古平 浩氏 小林 孝氏
長野市長 集い実行委員長 長野電鉄㈱ 長野電鉄活性化 信濃毎日新聞

県環境保全協会長 代表取締役社長 協議会・学識委員 論説委員

エコでスロー

な生活へ

［主 催］「公共交通を考える市民の集い」実行委員会

［後 援］長野市･長野市教育委員会/須坂市･須坂市教育委員会

千曲市･千曲市教育委員会

［事務局］長野市県町 532-3 県労働会館内 ☎(235)3325

駐車場が少ないため、なるべく公共交通機関

を利用し参加ください。

交通手段は裏面をご参照ください。

私たち実行委員会は昨年７月に、川中島バスの不採算路線の見直しにあたり、第１弾として「公共交通を考

える市民の集い」を催しました。今回は公共交通を考える第２弾として屋代線をテーマに計画しました。



■長野電鉄・利用者数の推移は？
昭和４１年度 平成１９年度 ピーク時の

長野電鉄全線 ２０２２万人 ８４０万人 ４１．６％

屋代線 ３３０万人 ４８万人 １４．７％

■屋代線の経営は？
◇平成１９年度は１億８千万円の赤字

◇これまでの累積損失は５０億円超に

◇これから１０年間に必要な投資額（車両更新や施設整備）は３０億円超に

【交通手段】

◎バスご利用の場合＝ＪＲ長野駅前・乗り場 30

◎屋代線ご利用の場合＝屋代方面から

◎屋代線ご利用の場合＝須坂方面から

長野駅発 松代駅着

11:45 12:15

12:15 12:45

12:45 13:15

松代駅発 長野駅着

17:00 17:30

17:30 18:00

屋代駅発 松代駅着

10:28 10:41

12:00 12:13

松代駅発 屋代駅着

16:42 16:56

17:41 17:56

須坂駅発 松代駅着

11:14 11:37

12:49 13:12

松代駅発 須坂駅着

17:21 17:44

18:25 18:48

◆
信
濃
毎
日
新
聞
４
月

２
９
日｢

建
設
標｣

よ
り

◆
信
濃
毎
日
新
聞
４
月

３
日｢

建
設
標｣

よ
り ◆

信
濃
毎
日
新
聞

５
月
２
日
付
け
よ
り


